
5 5  

シ ョ パ ンのバ ラ ー ド 第 一番 卜 短調 Op. 23 

につ い ての一考察

山 岸 麗 子

I ．  バ ラ ー ド の 由 来

バ ラ ー ド ( Ballade) は ， イ タ リ ア 語の バ ラ ン タ ( Ballata) ま た は バ ッ ラ ー レ

( Ballare) か ら 由 来 し た 言 葉で ， 舞踊 を意味 し て い る () ‘ノ ナ タ が 楽 器 の た め の も のであ

り ， カ ソ タ ー タ が歌 う た め の も の を さ す よ う に ， バ ラ ー ド は は じ め ， 踊 る た め の 曲 を さ し

て い た 。 時代が進むに し た が っ て そ の 意 味 は だん だ ん と 変 っ て 来た 。 中世 フ ラ ソ ス では ，

ト ルバ ド ゥ ル （吟遊詩人） に よ っ て ひ ろ め ら れ記録 さ れた単旋律の世俗的 な舞踊歌に こ の

名 前がつ け ら れ て お り ， フ ラ ソ ス の シ ャ ソ ソ ‘ノ の 重要 な 形式 と し て そ の 後 も つ ち か われて

い っ た 。 イ タ リ ア では ， 踊 り 手全員 ， ま た は 踊 り 手 が ， 舞踏 の リ ズ ム に 合わせて 交 互 に 歌

う た め の 歌 曲 を さ し て いた 。 バ ラ ー ド は恐 ら く こ れ ら の 国 か ら イ ギ リ スヘ渡 っ て い っ た と

思われ る 。 イ ギ リ ス では ， 14 世紀 頃か ら ほ と ん ど あ ら ゆ る 種類の歴史的 ， 物語的 ， 風刺的 ，

政治的 ， 宗教的 な 要素 を も つ軽い独唱 曲 に こ の 名 がつけ ら れ て お り ， 舞踊の 性格 は ほ と ん

ど失わ れ ， 16世紀 に は 主 と し て 物 語ふ う な通俗歌 曲 を 呼ぶ よ う に な り ， ヘ ソ リ ー 8 世か ら

エ リ ザ ベ ス ー世 の 時代に ， も っ と も 多 く のバ ラ ー ドが 作 曲 さ れた 。 そ し て バ ラ ー ド と い う

詩の形 式 に ま で発展 し て い っ た の で あ る 。 バ ラ ー ド が ド イ ツ に 広 ま っ た の は 1 8世紀 であ り ，

ち ょ う ど こ の 頃 ド イ ツ では 民 謡 に 大 き な関 心が 寄せ ら れて い た 。 ヴ ォ ル フ ガ ‘ノ グ ・ ゲ ー テ

は ， 口 伝の バ ラ ー ド を 蒐集 し は じ め た 最初の 一人 であ り ， こ れ ら の 旋 律は 記録 に 残 さ れて

い る 。 彼 は ま た 自 分 の 書い た 詩に対 し て も バ ラ ー ド と い う 題名 を つ け て い る が （ 魔王な ど）

こ れ と 同 じ こ と は ， シ ラ ー や ハ イ ネ の よ う な ド イ ツ ・ ロ マ ソ主 義者に も み ら れる 。 ポ ー ラ

ソ ド で ， バ ラ ー ド を 文学的形 式 と し て 最 初に と り あ げた の は 19 世紀 の は じ め であ っ た 。 そ

の 頂点 を 築いた の が ， ポ ー ラ ソ ド の 偉大 な 詩人の 一 人 ， ア ダ ム ・ ミ 、ノ キ ェ ヴ ィ ッ ツ の 作 品

であ る 。 彼 は 1 822 年に 「 バ ラ ー ド と ロ マ ‘ノ ス」 と い う 題名 の詩 集 を 出 版 し た が ， こ の バ

ラ ー ド 集に は シ ラ ー の バ ラ ー ド を 翻訳 し た 詩 が一つ 含 ま れて い る 。 こ う し た 叙 事詩風の バ
二

ラ ー ドは ， やがて 器 楽 曲 と し て の バ ラ ー ド の 出現に ま でい た る のであ る。9

シ ョ パ ソは ， 器 楽 曲 に バ ラ ー ド と い う 題名 をつけ た 最初の 人で あ っ た 。 こ の 形式 ， 特 に

ピ ア ノ 独奏 曲 と し て の バ ラ ー ド は ， ロ マ ソ 派の 作 曲 家た ち に 好 ま れ た が ， その う ち 最 も 重

要 な 作 曲 家 を あげる と ， リ ス ト ， ブ ラ ー ム ス ， グ リ ー ク ， 管弦楽つ き の ピ ア ノ 曲では フ ォ
ー レ ， 現 代では フ ラ ソ ク ・ マ ル タ ソ が い る 。 し か し 何 と い っ て も 特 に有名 な の は シ ョ パ ソ

の 4 曲 の バ ラ ー ド で あ る 。
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rr .  シ ョ パ ン の 4 曲 の バ ラ ー ド に つ い て

シ ョ パ ソ の 4 曲の バ ラ ー ド は ， 1835 年から 1842年頃 ， シ 3
パ ソ25 オから32オ位の間

に作られており，いずれも数ある ピ ア ノ 曲の 中で も最大傑作に数 えられるもので ， ス ケ ル
ノ オと同 様全 く 新 しい独 自 の形式と内容の 創造に よ るもので ある 。 バ ラ ー ド は 普通 謁詩 曲

と訳され 1 内容埠屯か しら物語りを伝 え てゆ く 叙 事詩風の性格をもっている 。 シ ュ ー マ ン
と シ ゴ バ ソ 自 身の 会話 にもとづいて 伝 えられたところに よ ると ，先にのべた ミ ノ キ ェ ヴ ィ
ノ ツ の 詩に霊感を得て作られたものとい う ことができる 。 形式 の 制約はま っ た く ない 。 4
曲の バ ラ ー ドは，それぞれがま っ た く 独 自 の 手法で作られている 。 シ ．J パ ソ の 心情を 十二
分 に歌いあげるため には，この形式 の 制約がないということに よ ってはじ めて可能で あ っ
たということが出来る。

これら 4 曲 の バ ラ ー ドは，それぞれ個性的で 一曲 ー曲 に特 別 の表題を必要とするほ ど，
か なりはっきり した 曲 の性格が付与されている 。 すな わ ち 第1番 は 英雄的 な物語，第2番
は劇的な牧歌性， 第3 番 は劇的 な抒情性 ， 第 4 番 は 叙 事的 な 感傷性である 。 この よ うに曲
の性格はそれぞれ違う内容をもつも のであるが ， バ ラ ー ドと しての 肉身 の類似点ともいう
べきもの がある 。 それは ち ょ うど 目 鼻立 ち が外観的に は 似ていない家族の ような 奇妙な統
ーがある 。 その 特 徴と して第一 番にあげ な ければならないこと は，その リ ズ ムで ある 3 全
4 曲とも原 則と して 4 拍子， g- 拍子をとっている。 （第1番 卜 短調は 岱 拍子だが 〖 拍子と
し た痕跡があ っ た 。 第 2 番へ長調は ［ 拍子 ，第 3 番変 ホ長調は 〖 拍子，第 4 番へ短調も 〖
拍子で あるが最初の 草 稿で は t 拍子と 書いていた 。 ）この ことは ， 、ン → バ ソは 文学作品に
刺 激されてバ ラ ー ドを作 曲したとはい え ，そのす ぐれた直観力をバ ラ ー ド 本来 の要素，っ
まり「 舞踊」 に結 びつけていたので ある 。 この 3 拍子系の 舞 踏的要素は 4 曲の バ ラ ー ド全
体に わたってみ られるが，特に第 2 番の 冒 頭主題と，第 3 番の第 2 主 題には明瞭にあらわ
れている。次の 特徴と し ては，その 旋 律が ポ リ フ ォ ニ ノ ク な ことである 。 この 点に関 して
は 特 にバ ラ ー ド 第 4 番と第3 番がきわだっている 。 そ して旋律線 は 特に豊かで ，装飾的 な
フ ィ キゞ ュ レ ー シ コ ン でも常に歌謡的要 素 をも ち ，器 楽風の メ カ ニ ノ ク な 反 復とはま っ た ＜
違って，常に音 楽的な 表現内容をもたせてい る 。 またその 垂直的構成，つまり和声的な美

しさにも注目 し たい 。 そ してそれらに 共通するもう一つのもの は ，深い内容と形式の 完壁
な 支配 に よ って見事に歌い上げら れた ， シ ョ バ ｀ノ独特の ロ マ ソ テ ィ ‘ンズム と主題の 高貴さ
である 。

皿 ． バ ラ ー ド 第 1 番の 作品が生れた歴 史的背景

バ ラ ー ド 第1番の作 曲 年代 は 正確で は ないが ， 1831年5 月 から 6 月 頃にかけて ウ ィ ー

ソで ス ケ ノ チされ， 183 5 年にパ リ で 完成されたと推定される。 出版 は バ リ で ，183 6 年
の前半， ネ ザ ー ラ ソ ド 公使， ス ト ノ ク ハ ウ ゼ ン男爵に献呈されている 。

シ ョ パ ンは， 1830 年20オの時に故国ポ ー ラ ン ドをあとに ウ ィ ー ソに向 かい， パ リ に着
いたの は 1831年9月で あ っ た 。 当時の パ リ は，この棋紀の は じめ から盛ん にな った ロ マ
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ソ主義の芸術運動の 中心で あった 。 ド イ ツ に源を 発 し た ロ マ ソ主 義の運動は ， フ ラ ‘ノ ス の
知識階級に急速にひろ まっていた。そ して ， サ ロ ソ はその生 育に好条件の 環境を 提 供 して
い た のである。当時の サ ロ ソに出入り していた ロ マ ン テ ィ ス ト た ち は ， 文学で は バ ル ザ ッ

ク ， ユ ー ゴ， メ リ メ ， サ ン ト ニ ブ ー ヴ ， ミ ュ ッ セ ， サ ‘ノ ド ， ゴ ー チ ェ ， デ ュ マ ， シ ャ ト ー

ブ リ ア ソら， また ド イ ツ 人の ハ イ ネ も く わわり画家で は ド ラ ク ロ ア ， コ ロ ー ら ， 音楽家で
は リ ス ト ， ベ ル リ オ ー ズ ， ロ ノ ‘ン 一 二 ， ケ ル ビ ー ニ ， ォ ー ベ ー ル ， マ イ エ ル ベ ー ル らが名
を つらねていた 。 こう鸞 いてきても，パ リ の 芸術家の名簿が空前絶後のも ので あった こと
がわかるで あろう。 シ ョ パ ソは 初めおずおずと， し か し野心は 十分 に燃えて こ の仲 間に近
づいていった ので ある。

シ ョ パ ンの パ リ における最初の 演奏会は ， 1 832 年2月26日の 夜 ， プレイ エ ル の奏 楽堂
で 開かれた。プ ロ グ ラ ム は シ ョ パ ソの作品で は へ短調 ピ ア ノ 協奏 曲と ラ ・ チ ・ ダ レ ム 変奏
曲で あった 。演奏会 は大成功で あったが収入 は予想よりはるかに少なく ， 僅かの間彼の生
活を 支 えた に過ぎなかった 。その上その 年の夏に パ リ の 街は ， コ レ ラ の 脅威と革 命の余韻
を ひ く 暴動で明け暮れた。芸術 家達 は 田 舎へ逃げ ， パ リ の 亡 命 ポ ー ラ ン ド人 た ち は 真剣 に
新 天地 ア メ リ カ ヘの渡航 を 論じ合ってい た。 シ ョ パ ソも渡 航する気分 に煩いて いた時に ，
偶然 ポ ー ラ ソ ド 貴族 ラ ー ジ ヴ ィ ル 公にあい ， 銀行家 ロ ス チ ャ イ ル ド の サ ロ ソに紹 介され ，
それがきっかけとなってそれら ブル ジ ョ ア ジ ー た ちの後援で シ ョ パ ソの経済的地盤は確固
た るものとなった。つ まり 音楽教育家 、ン ョ パ ン を 作り出 し たので ある。 こう して シ ョ パ ソ
は 1 時間に金貨20 フ ラ ソ ＜ 今日 の 4000 フ ラ ソ ＞ の収入が得られる ピ ア ノ レ ノ ス ン を 始め
た こと は ， 彼 の生 活 を 派手なも のと し ， また 今後の パ リ で の生 活の経済問題を 一 挙に解決
し た。（当時 パ リ で名声の絶頂 にあった ピ ア ニ ス ト ， カ ル ク ブレ ソ ナ ー は， ワ ン レ y ス ン／

25 フ ラ ン ＜ 今 日 の 5 000 フ ラ ソ ＞で あった。）2年後には彼の贅沢趣味を も満足出来る程
の 高級住宅街に住み ， 家具類は 高 尚 な趣味に溢れていて ， 目を 見張らせるような 高価なも
ので 満 た された 。客間の家具 は ル イ ・ フ ィ リ ッ プ ス タ イ ルで作られてあり ， 当時の 習慣と
は違って 白 い 網子でおおわれていた 。 暖炉の上には ル イ 1 5世時代の時計が1 つと美 し い飾
りのろうそ く 立 てが2台置 いてあった。 暖炉の た き 口 は ， し し ゅ うされた ついたてでおお
われており，客間には プ レ ー エ ル製 の コ ソ サ ー ト グ ラ ン ド ピ ア ノ ， 寝室には練 習用の グ ラ

ン ド ピ ア ノ がおいてあった。これらの ピ ア ノ は こ の 楽器の 製作者が個人で 提供 し たもので

あった 。 カ ー テ ソ ， 机 ， つり 香炉 ， ソ フ ァ ， ビ ロ ー ドの家具 ， そ してう ぐいす色のどんす
でおおわれた 壁に丁寧にかけ られた 絵 ， これらのもの はみんな莫大な金額のものに違いな
かった 。そ して一台の二輪馬 車 を も ち 御者と 召使い た ち を おいてい た 。彼 は フ ロ y ク コ ー

ト 姿に 白 麻の下着を つけ ， 三重に巻い た 絹の マ フ ラ ー を し ， 工 ナ メ ル塗りの半長靴を は き，
灰色の嬬子の 裏を つけた黒い マ ソ ト を 羽織り ， 常に白 い手 袋を は めているというダ ン デ ィ
ー ぶりで あった。

社交界 における シ ョ バ ン は ， 銀行家の サ ロ ンでも ， 王権主義者の サ ロ ンで も ， また は正
統派く ブ ル ボ ソ 党＞ の サ ロ ソで も光り輝 き，た ち まち に して シ ョ パ ソは パ リ の 流行になっ
て し まった。あらゆる紳士淑女の尊敬と敬慕を かち 得，第 一級の サ ロ ソも競い合って高名
な大作 曲 家 、ン ョ パ ソを もてなす栄 誉を 得ようと し た 。 シ ョ パ ソ は半面病 弱と 孤独にた たか
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いながら，そんな外 面 的華や かな社交界で の 生活が 183 7 年まで つづ く ので ある 。
その間， 1832 年から 1 83 5 年の間，デ ル フ ィ ー ヌ ・ ポ ト ノ カ 夫人との恋愛が続き，

183 5 年の 4 月 には， ソ シ ェ テ ・ デ ・ コ ン セ ー ル主 催の音楽会に出演，好評で はあったが
これを最後に公けの演奏会出浪をや め，作 曲 に専心する 決意をした。 8 月 には カ ー ル ス バ

ノ ト ヘ湯 治に来た両親に会い，3 週間を と もに過 ごすが，これが両親との 今生の別れとな
る 。パ リ ヘの帰途， ラ イ プ ツ ィ ヒ ヘ立 ち 寄り， シ ュ ー マ ンとその 妻 ク ラ ラ ， メ ソ デ ル ス ゾ
ー ンた ち と心からの 音 楽的交歓を行っ てい る 。この ダ ヴ ィ ノ ト 同 盟の人た ち は異常な感激
をもって シ ョ バ 、ノを迎 え ており，また16オの 天 才 少女 ク ラ ラ は， シ ュ ー マ ンの嬰 へ短調 ソ
ナ タ と シ ョ パ ン の ピ ア ノ 協奏 曲 の終楽 章ならびにエチ ュ ー ド 2 曲を演奏し， シ ョ パ ンはこ
の演 奏に深 く 心を打たれた。 シ ョ バ ンは， ノ ク タ ー ン変 ホ長調 op .9の 2 とシュ ー ベ ル ト の
行進曲 の一部を ひいた。一 同は魅惑的な猿 奏に陶 酔し，「 シ ョ バ ‘ノの 演 奏 ス タ イ ルは全 く
彼の作曲と同じようだ。つまり絶対 無 二のもので あ る 。」 と シ ュ ー マ ンは音楽新報 に記し
てい る 。 1836 年に シ ョ パ ソは幸 福な 結 婚生活を夢みて マ リ ア ・ ヴ ォ ジ ‘ノ ス キ に求婚して
い る 。そしてその恋 情は「わが悲哀」 として永遠にほうむりさらされた。彼は孤独の中に，
芸術だけが永久 に 自 分に課せられた宿命であ る ことを予感していた。そんな時に シ ョ パ ン

の バ ラ ー ド第 1 番は完成したのであ る 。

IV . バ ラ ー ド 第 1 番 の 内 容 と そ の 演奏法

バ ラ ー ド 第 1 番は シ ョ パ ン2 5 オ， 青年期の作で はあ る が ， シ ョ パ ソはすでに大作 曲 家と
して円熟していたことを明瞭 につげてい る 。 シ ョ パ ソの作品は 現実生活の進 展に従って変
化する 性質のもので はな く ，彼は外 的なものがすべてその深 層 意 識にい っさい触れないよ
うな ，つねに 自 分自身を探究し， 自 分 自身をみつめてその中に深 く 沈潜して行く ような人
間で あったから， シ ョ パ ソの作品を時代別 に位置づける ことにはあまり意味がないとい え
る 。

この 曲 は ミ ノ キ ェ ヴ ィ ン ツ が，ポ ー ラ ソ ドの 英雄をたた えた「 コ ソ ラ ー ド ・ ワ ー レ ソ ロ
ノ ド」 という詩 から霊感を得て着手され たといわれ るが，もち ろん，説 話 的，描写 的なも
ので はな く 調詩がよびさます主観的情緒を音 楽で 表現した名曲で あ る 。純粋で 詩的で ，し
かも ピ ア ニ ス テ ィ ッ ク な効果も華麗で あ る が ， ス ケ ル ノ オのような奔放な 外 向性をもつ メ
カ ニズム と違い，音 楽そのものの凝集 力 の 強さという点で ， 内面性豊 か な 詩情と劇的な ス

ケ ー ル の大 きな作品となってい る 。 曲全体は，悲 愴な 英雄的性格をも ち ， シ ュ ー マ ソはこ
の バ ラ ー ド の 素晴しさに「最 高 の 天 オ の作」 という讃辞を贈り ， シ ョ パ ソの作品中これが
一 番好 き だともいってい る 。

曲の 構成は， ソ ナ タ 形式の 自 由な変 型によってい る 。

I . 序 奏 l - 8 小節（ 卜 短調）
II . 主題提示部

凶 第 1 主題並びに経過 句 8 - 67 小節（ 卜 短調）
(B) 第 2 主題 68 - 82 小節（変ホ長調）
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cc) 終楽部 82 - 94 小節（変 ホ 長調）
ill . 展開部

® 第1主 題 94 - 105 小節（イ 短調）
(8) 第 2 主 題並びに経過句 106 - 137 小節（ イ 長調）
(O エ ピ ソ ー ド 138 - 16 5 小節（変 ホ 長調）

N ． 反復部
® 主題提示 部の (B)および CC) 16 6 - 194 小節（ 変 ホ 長調）

(8) 第1主題 194 - 208 小節（ 卜 短調）
v. コ ー ダ 208 - 2 6 4 小節

1 . 序 奏 （譜例1)

59 

曲は レ ンヽ タ テ ィ ー ヴふうの 両 手 の ユ ニ ゾ ンではじ まる 。 5 小 節 に わたる長い フ レ ー ズが
（譜例1)

屡

変 ホ 音の効果

雰囲 気をかも し 物 語りの 開始をつげる 。 深い ハ 音から発 した ペ ザ ‘ノ テ のおもおも し い動き
は ， 上昇する に つれてその 自 信にみ ちた律動を失い ，一種 の悲哀惑をおびるように 思われ
るが ，つ い に 第 6 , 7 小節 において ほとんど苦悶 に み ち た問 い かけがなされる 。 この 不協
和音変 ホ 音の 効果 ， ジ ー ドはこれを ，ただ一つの 音符が 「 まるで魔法の杖の ひと振りのよ
うに 突如と して風景を一 変させる ，この 呪文 的大胆さ」 と いって褒め ちぎっている。

浪 奏 に あたってはあ く までも導入であると いう気持を忘れず に ，ペ ザ ‘ノ テ だからと いっ
て押 し つけず ，淡 々 と前 口 上をの べるのみ。 決 し てはじめから事がおこって し まったよ う
に ひ いてはな らない 。 コ ル ト ー 版で は第 6 , 7 小 節に 二＝ー がかいてあるが ，譜例のよう
に 一＝二と ひき ，先 に の べた変 ホ音 による魅力ある ハ ー モ ニ ー ，魔法の 杖の ひと振りを感
じて表現すべきである 。 版 によってはこの 変 ホ 音を 二 音と しているものもあり ，以前はこ
れが論争 の種であったが，これは明らか に 誤りである。 この 感覚は 183 6 年においては非
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常に 驚 く べきも ので あったに違いない。 現 在にしていまだにそ う なのだ。 このよ う な 神技
に近い技に 対しては，いぜんとしてあ る 種の 戦慄をかんじ る （T)で あ る。

2. 第 1 主題 （ 譜例2)

（譜例2)

Modera ― --

＝ 二＝＝
"1 

ロi. .  ` - �＇ 

母
欝 2 念 奈
岱： 函

（ 譜例3 )

尋
亭呈入

変 口 音の 余韻のただよ
う 中 に ，属7 の分散 和音

で はじまる 第 1 主題が，
新しい リ ズム の 衝動を静
かに内在しながら悲哀を
こめてゆれ動いて ゆく。
この主題はほとんど 一連
の終止形から 出来ており，
これは導入 部の最終楽 句
で 提示された疑問への完

全な解答 をなしてい る。
カ の ぬ けき っ た 柔 かい
タ ッ チ で 語 り か け るよ
う に ひ かなけれ ばなら

ない。 第2主題 に 導くこ
とにな る 次の部分は （ 譜
例3 ) 4 つの音からな る

短い楽 句 に もとづいてい る 。 この 楽 句は 4 小節後 に いささか変化を伴って再 びあらわれる。

この第 2 形の保持された オ ク ク ・ー ブの あとに くる 休 止 は，かすかなあ えぎの効果をも ち，
ア ジ タ ー ト にさらに 不安感をそ え てい る。 このよ う な精妙な点は，ただ非の う ちどころの

な い完 壁な音感からのみ 生れ る もので あ る 。 波のよ う に う ねる ア ルペ ジ オ のあとで ，まも
な く 角 笛の浸みい る よ う な音の呼応が ， 関係長調によ る 第 2 主題へ と 誘 う 。

i 

3. 第 2 主題 （ 譜例 4 )

変 ホ長調の属 和音で はじ まる 第2主題は ， シ ョ パ ソの作 品において稀有 のもので あ る が
主題統一の実例であ る。 この 第 2 主題は ， 第 1 主題に 対す る一種の補足で あり，はじ めの

（ 譜例 4 ) 卜 短調によ る 表現を

,J 

21 

＇
 
／
 |

 

r

\v\

lし、

、必.0.
角 笛 の音

長音階で さらに慰め
の気分の う ち に 再提
示してい る。 その主
題の類似は， ひきっ
づき次 の パ ノ セ ー ジ

（ 譜例 5 )にも明ら
かに 現れてい る。 第
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2主題の 浪奏 に あたっては ， 右手の メ ロ デ ィ がさわや か に ，そ し て柔らか な説得力 を もっ
ていなけれ ばな らない。 ここで大切なことは 気品の ある浪 奏である。 うたいすぎや ， べた
べた した ル バ ー ト は 禁物である 。 抑制のきいた高雅さのみが作品を 生かすのである。 左 手
の 助奏 は ，あ るかなきか に ，水面がほの かに動くように ，ほとんど雰囲 気的な 役割のみを
つと めている。 タ ；； チ は ほん の触れるだけであ ると しても ， ハ ー モ ニ ー の デ ノ サ ‘ノを 描く
の に必要 な 低音の価値を ，はっきりともたねばな らない。 ハ ー モ ニ ー を きめ る 低音に他の
音が全部包みこまれて しまうように ，ペ タ ルの 効果と指の はらでひく柔かい タ ッ チ を 研究
し なければならない。

（譜例 5 )
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テ ー マと同 じ音型を も つ（譜例 5 )の パ ノ セ ー ジで大切 な ことは ，この フ レ ー ズに かす

かでは あ るが重要な変化を 与 えている 口 目1 と � 3(J 仔！ の リ ズム の微妙 な違いを 惑
じとっていくことである。

4. 展 開部 第 1 主題（譜例 6 )

次 に 第 1 主題が遠隔調の イ 短調で再びあ らわれるが ，これ は 目 に見えない運 命 の 力を 暗
示するものの如くほのかに あ らわれる。 左手の低い ホ 音（属 音）に あてた重い ペ タ ルが，

単調な リ ズム で弔鐘を きかせ続ける。 最初は 遠 く から重くおさえこむように ，次 に ほんの

わずかずつ 力 を ま し て12小節の間 ク レ ノ ‘ン ゴ ソ ド で持続し ，光にみ ち あ ふれたイ長調の 第

2主題への序奏と なる。 この進行の あいだ中 ，感動を う ち におさえ ，あ えぐような 沈黙を

保 ち 続けるように 注 意しなければならない。 同 じ旋 律型のくり返 しが3 度 ある。（譜例7 )

心のたかまりを あ らわす効果的な 手法である。 幻 年後に ワ グ ナ ー が ，イ ゾ ル デの衝動を 心

に 感 じて筆をとろうと した時 ，この手 法を 使うこと に なる。
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（譜例 6 )
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（譜例 7 )

土'_̀i、鰐l \ j -•一-1, j 、 1 i、 ,；＝=— 比 4 9 ) 村j

しー→竺 ｀ヽ-··i . -·島•―` ―•、+こづ｀・-.匹-—+-----
痴． ※ ‘恥． ぅ｝； 窯ご 来

5 ．  第 2 主題（譜例 8)

気高 く 燃 え あ がるこ の第 2 主題は ， 〗＇ 長 調でろ う ろ う と 歌い 上 げ ら れる。 油奏 に あ た っ

（譜例 8)

（ —- ー ：ー＿， 一 —一円
｀ ロ 9- ． ,  ＿ -m ,- ，-•• ←量 — - ·-· 

し:,；：． l;h 如
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て先ず注意しなければなら ないことは ， 同時に ならす和音の音が 7 つ 8 つと多 く の数鳴ら
されるので ， 各音が美しい調和の ある ハ ー モ ニ ー を作り あげるよ う ， 音量の バ ラ ン ス をと
っ てひ く ことで ある 。 す なわ ち 外 声（ ソ プ ラ ノ ，バ ス ）に内声 （ 他の 中の声）が 包まれる
よ う 縦 に かさなった音が ， 美し く 響き合 う よ う に タ ッ チされなければならない 。 ソ プ ラ ノ
に対して他の内声の音量は半分以下 ， そしてそれを支 えるだけの バ ス の 力 は … … ソ プ ラ ノ
11 ， 他の内声 5 ' バ ス 8 位の比率で あ ろ う か 。 伴奏を伴 っ た メ ロ デ ィ は殆ん ど第 5 指のみ
で ひか な く てはなら な いの に 特 に 音量豊かに ひ びかせてその フ レ ー ズを う たわなければ な
らず ， 内声を弱 く とい っ ても和声の肉づけで あるから 巾 の ある ひ びきが なければ大きさは
出な い 。 完 全 に 腕 の 力をぬいて重みを指先にかけ ， 鍵盤をつかみこむ よ う に ， 音が 光線の
よ う に ひ ろが っ てゆ く かん じを聴きながらひかなければなら な い 。強い音を出そ う と思 っ
て ， 決して叩きつけては ならな い 。 叩けば必然 的に 音はかた く な り ， 結 果 響かな く なる 。
よ り強 く ， より響かせ よ う とする ならば ， ピ ア ノ の共鳴の 可能性の 範囲を心得てい なけれ
ばなら な い。運動選手 の よ う な 豪 快さも禁物で ある 。 各声各音の一つ一つの明確な発音，
豊かな ひ びきのみが この物 語りを雄弁に 語るので ある。左右とも両手を一杯に ひ ろ げて音
をつかむため ， 特 に 練習途上の 人は ピ ア ノ と格闘 ， と い う こと に なりかねな い。右手も勿
論だが 左手 の 和音伴奏に よ る レ ガ ー ト は 特 に 注意 深 く 練 習し な いと ， 音の洪水に よ る混乱
をきたしてしま う で あ ろ う 。 次 に く る オ ク タ ー ヴの音階は ， 勝 ち ほこ っ た心のかたまりを
あらわす よ う に ， 一気に終りまで ク レ ッ シ ェ ン ドで ひ く こと 。 3 回 目で 頂点に 達するまで ，
張りつ めた気持をゆるめては なら な い 。

（ 譜例9)
ヽ

I-' iu a n  hnato —- ＇ 全工

ヽ
> 

1/ 1/ ;/ 
> > > 

次 の ワ ル ツ に 入る準備段階のところ ， Piu ani mato からの 4 小節（ 譜例9) シ ョ パ ソ

は ク レ 、ノ ‘ン ェ ン ドとしているが ， コ ル ト ー もいっているよ う に この 4 小節間デ ィ ミ ヌ エ ン／

ドを続け，次 の パ ノ セ ー ジ は p からはじめたほ う が よ いと思 う 。

6 . エ ピ ソ ー ド （ 譜例10 )

138 小節から魅力に あふれた活発な ワ ル ツ 風の エ ピ ソ ー ド に 入る。 左手の モ テ ィ ー フ は ，

右 手 のかろや かな ア ラ ベ ス ク の 流れの 中に ， う き出る よ う に リ ズ ム よ く ひかなければなら

な い。
146小節から157 小節まで の 左手の リ ズ ム は 特に重要で ある 。 （ 譜例11) は騎馬 兵の 勇



64 山 岸 麗 子

（譜例 10 )
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（譜 例 1 1 )

（譜 例 12 )
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（譜例13 )

一辺王竺
～
を “ 心こ□三→· · ---- - - - - - - - ---- - � 

ニニニ＝ー 上ーを二— ーニーここ．二三― =------
班f :9/ ↓ |

‘
; ［------J -— --

一 三二三了 ーニ
念 魯

3 2 

念 命

壮なひづめの リ ズム ，それから 4 小節にわたる オ ク タ ー ヴ進行によって，高 まったエネ ル

ギ ー の爆発のような（譜例12)金管楽器による フ f ソ フ f
ー レ，これらはすべて英雄的印

象を想起させる。 （譜例13)の部分，ある版では P の ニ ュ ア ン ス を出しているのもあるが，
この 楽譜のように P iu f で昂揚 した気持でひき，次の 音階は ff から ， ソ ノ リ テ ィ の雪
崩のような感じで次の テ ー マ に 突 入する。

7 . 第 2 主題（譜例14 )

念入りにもこのバ ラ ー ド3 回 目の 第2主題が，もとの調子変ホ長調で気持の昂りの中に

（譜例14 )

'ヽl‘̀̀
’

vー
岱． 岱bと

あらわれる 。 左手のいそが し い ア ル ペ ジ オ 伴奏のため ，気持がせ っ つかないよう注意 しな
ければならない 。 この3 回もの テ ー マ の見かけは大変違うようであるが，これは表現的性
格の違いで ， 旋 律型および ハ ー モ ニ ー は全 く 同 一のものである 。 左手の助奏の形式は， シ

ョ パ ‘ノの作品の中に は しば し ば出て く るもので，指を ひろげて 巾 の 広い ボ ジ シ ョ ‘ノをもつ 。

これは低音をきり離 して上の各和音をつかみ（譜例1 5 )のように 練 習すると指の独立にも
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（譜例15 )
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（ 譜例16 )

（譜例 17 )
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ー

役立ち 効果が 上がる。 （譜例16)の 5 つの重音の メ ロ デ イ ー は ， 特にあわててはならない。
逆にうごきをゆる めて ， 感動の 花がう ； と りとひとりでに 開 ：ヽ ょ うに十分 歌ってひ く こと。

第 1 主題の変型が ， 今度は同じ リ ズム で ， sempre f でひかれ （ 譜例1 7) の心洗われ
る清浄感をもつ ハ ー モ ニ ー をへて，おそいかかる運命の力 を思わせる第1 主題に我々を ひ
きもど す。一番はじめ の テ ー マと 同じ く 卜 短調である。しかし ソ ナ タ の 再現部がもつ効果
は伴っていない。というのは先に イ 短調であらわれた時と 全 く 同じに ， 属音による弔鐘と
もいうべき低 続音に束 縛されており ， あたかも 再び第2主題に導こうとするかのような動
きを示 すからだ。 しかしそのようなことはお こらず ， 今度は 6 度音程の情熱的なバ ノ セ ー

シ によって ， 驚くべき巨大な ， 力強い コ ー ダに突 入するのである。 感動の横溢をあらわす
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（譜例18 )
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この パ ノ セ ー ジ は （ 譜例18)各音程の完全な発音が要求される。 音符の上に付けられた点
が示 している手 首の ア タ ッ ク は，も しそれが確実な指の技巧の 裏づけな しになされるなら
ば力のないものとな っ て し まうであろう。 手 首 の自由 な運動と，2つの タ ノ チ の 奥ゆきの
ある均一性を まず練 習 し なければならない。

8． コ ー ダ

シ ョ バ ‘ノ の コ ー ダの使用は，彼の形式のきわめて独自な特色である。 月 並みな 再現部を

（譜例19)
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さ けようと したり ，少な く とも改変 しようと しながら，彼は 近代的な 展 開部を予想 してい
るかのように 思われる 。 か く して反復の 惑じは ，この 曲 の 場 合のように しば し ば存在する
が，形式的再 提示という決定的なもの はな く ，その結果と して コ ー ダは 普通の時よりも責
任ある役割 を浪じているの である。

何とい っ ても ，この バ ラ ー ド の技術的な面で一番むずか しいの は ，p resto con foco 

による嵐のような コ ー ダ である。油奏上のむずか しさが こ こ では 三重にな っ ている。 すな
わち ，指の筋力 の強 靱さ，手 首 の柔軟性 ， そ して全体の ひろがりと ス ピ ー ド 感である。 左
手はこの コ ー ダ の 特 徴である 刀強い2拍子を確固たる リ ズ ム でひき終らなければならない。

いよいよ最後 の ク ラ イ マ ノ ク ス にいたる 。 （譜例19) ここでは劇的な 効果が両手の 間に ば
らまかれている。 右 手が悲 痛な 笑いともたと えられる 半音階の 稲妻の 光の中に はこびさら
れ，鍵盤の極まで浸みこむように 走り ゆき，そ してある勝利の陶酔をも っ て，長い間渇望
しつづけたものの上に 崩れ こ むかのように 低い 卜 音の上に 落 ち こむのである 。 そのあいだ
左手は せまり く る フ （ ソ フ （ ー レを知らせる野性的な ア ク セ ‘ノ ト でも っ て，まるでサ タ ‘./
の 叫 びのように り鳥らされるの である。

（譜例20) 譜例20は ，第1主 題が劇的 く りか え し になっている。
この リ ズ ム は3 拍子の 区切りかたに あわせて，

らビ 丑［ ではな く ， こ上 豆」』 と ひ く べきであ
る 。 そ して最後 に ，半 音階 オ ク タ ー ヴのつむじ風が ，叙
加寺的 ヴ ィ ジ ョ ソで し め く く りをつげる。 この最後の 部
分の ところの 演奏を， ピ ア ノ で完全 に 表現するの は 至 難

の 技とい っ てよいだろう。 完成された テ ク ニ ノ ク を要求
しているの は 勿論であるが，単に テ ク ニ ノ ク の 正確さだ

けに頼 っ ていてもむずか しい。 いろい ろ の タ ノ チ ，い ろいろの ニ ュ ア 、ノ ス づけを必要と し
ている。 この 曲 は殆んど ポ ピ L ラ ー といえる程，音 楽学生 は 誰でも手がける作品とな っ て
しま っ ているが ，味わ えば味わう程 ， シ ョ パ ソ の 音楽の素晴 しさと ，素材と しての 楽 器 ，
ピ ア ノ の素晴 し さをあらためて痛 感させられる作品である 。




